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1. 2020年3月期第1四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第1四半期 3,562 △12.2 △159 ― △158 ― △102 ―

2019年3月期第1四半期 4,059 4.9 △126 ― △138 ― △99 ―

（注）包括利益 2020年3月期第1四半期　　△324百万円 （―％） 2019年3月期第1四半期　　△136百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第1四半期 △25.84 ―

2019年3月期第1四半期 △25.01 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第1四半期 27,084 10,861 40.1

2019年3月期 27,730 11,306 40.8

（参考）自己資本 2020年3月期第1四半期 10,861百万円 2019年3月期 11,306百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― ― ― 30.00 30.00

2020年3月期 ―

2020年3月期（予想） ― ― 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 8,500 △7.4 20 △67.8 80 3.8 50 4.2 12.55

通期 18,000 △6.9 250 △19.3 300 △12.7 550 196.3 138.10

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

新規 ― 社 （社名） 、 除外 1 社 （社名） 市田株式会社

(注)詳細は、添付資料7ページ「２．（３）連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更」及び添付資料9ページ「２．（３）企業結合等関係」をご覧ください。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料7ページ「２．（３）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期1Q 4,069,747 株 2019年3月期 4,069,747 株

② 期末自己株式数 2020年3月期1Q 87,079 株 2019年3月期 86,999 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期1Q 3,982,704 株 2019年3月期1Q 3,983,297 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料3ページ「１．（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第 1 四半期連結累計期間におけるわが国経済は、非製造業におきましては内需の底堅さがあるもの

の、製造業を中心に景況感は弱含みの見方が増加してきており、米中貿易摩擦による景気減速の懸念材

料もあり、依然として先行き不透明な状況であります。 

このような環境下にあって当社グループは、この 4 月、効率経営の推進と経営資源の有効活用による

生産性向上のため、連結子会社の内 7 社を吸収合併いたしました。新体制として一体感を醸成し、チー

ムの中で課題をひとつひとつクリアすることで、企業価値の向上を目指すための経営基盤の強化に向け

て、2019～2021 年度を計画期間とする中期経営計画「グループ 3ヵ年計画」を策定し、新たなスタート

を切りました。 

営業部門におきましては、全営業部門の黒字化を達成するとともに、新しい事業領域の開発を進めて、

収益の安定化を図ります。それらを達成するために社内の業務改革、意識改革、風土改革を推進して、

活力のある集団として働きがいのある会社となって企業価値の向上につなげてまいります。 

当第 1 四半期連結累計期間における業績は、売上高は 3,562 百万円（前年同期比 12.2％減）、営業損

失は 159 百万円（前年同期は営業損失 126 百万円）、経常損失は 158 百万円（前年同期は経常損失 138 百

万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は 102 百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損

失 99百万円）となりました。 

セグメントの状況は、以下のとおりであります。 
 

〔和装事業〕 

ツカモト市田株式会社における和装事業につきましては、不採算催事からの撤退などにより減収

となりましたが、催事運営管理の精度の向上に取り組み、固定経費・催事経費の圧縮による経費の

節減により損益は改善しました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は 593 百万円（前年同期比 16.9％減）、セグメント損失（営業

損失）は 55百万円（前年同期はセグメント損失 127 百万円）となりました。 

 

〔洋装事業〕 

メンズ事業につきましては前年並みに推移しましたが、レディス・OEM 事業が店頭不振の影響も

あり、受注額が大幅に減少し減収減益となりました。 

ユニフォーム事業につきましては、前年同期のような大口受注案件がなく減収減益となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は 1,527 百万円（前年同期比 19.4％減）、セグメント利益（営

業利益）は 60百万円（前年同期はセグメント利益 171 百万円）となりました。 

 

〔ホームファニシング事業〕 

ホームファニシング事業につきましては、採算の良い店舗への絞込みを図り減収となりましたが、

仕入コストの削減や経費の節減もあり損益は改善しました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は 725 百万円（前年同期比 1.0％減）、セグメント損失（営業損

失）は 60百万円（前年同期はセグメント損失 140 百万円）となりました。 
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〔健康・生活事業〕 

健康・生活事業につきましては、浄水器、健康機器を中心に売上高は前年並みに推移しまし

たが、浄水器の販売促進費の増加等により利益面では厳しい状況となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は 521 百万円（前年同期比 1.2％減）、セグメント損失（営

業損失）は 113 百万円（前年同期はセグメント損失 70百万円）となりました。 

 

〔建物の賃貸業〕 

建物の賃貸業につきましては、家賃収入はほぼ前年並みに推移しましたが、修繕費用が増加した

ため減収減益となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は 233 百万円（前年同期比 1.3％減）、セグメント利益（営業利

益）は 107 百万円（前年同期はセグメント利益 124 百万円）となりました。 

 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第 1 四半期連結会計期間の資産の部は、たな卸資産が 667 百万円増加し、現金及び預金が 328 百万

円、受取手形及び売掛金が 884 百万円それぞれ減少したこと等により、資産合計は前連結会計年度末に

比べ 646 百万円減少し、27,084 百万円となりました。 

負債の部は、支払手形及び買掛金が 400 百万円増加しましたが、短期借入金が 520 百万円減少したこ

と等により、負債合計は前連結会計年度末に比べ 201 百万円減少し、16,222 百万円となりました。 

純資産の部は、利益剰余金の減少により株主資本合計が 222 百万円減少し、その他の包括利益累計額

におけるその他有価証券評価差額金が 205 百万円減少したこと等により、純資産合計は前連結会計年度

末に比べ 444 百万円減少し、10,861 百万円となりました。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想としましては、現段階で 2019 年 5 月 15 日発表の連結業績予想の修正は行っておりませ

ん。ただし、第 2 四半期連結累計期間及び通期の業績見込みにつきまして見直しが必要と判断した場合

には、速やかに開示いたします。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,421 2,093

受取手形及び売掛金 3,513 2,628

たな卸資産 2,116 2,784

その他 537 652

貸倒引当金 △0 △1

流動資産合計 8,588 8,158

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,664 2,703

土地 10,581 10,581

その他（純額） 157 164

有形固定資産合計 13,403 13,449

無形固定資産

その他 105 123

無形固定資産合計 105 123

投資その他の資産

投資有価証券 3,432 3,141

出資金 1,500 1,500

退職給付に係る資産 426 432

その他 283 286

貸倒引当金 △9 △9

投資その他の資産合計 5,633 5,352

固定資産合計 19,142 18,926

資産合計 27,730 27,084

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,959 4,359

短期借入金 7,214 6,694

未払法人税等 59 0

未払消費税等 58 18

返品調整引当金 71 33

その他 525 469

流動負債合計 11,887 11,575

固定負債

長期借入金 1,230 1,430

繰延税金負債 2,328 2,241

再評価に係る繰延税金負債 13 13

役員退職慰労引当金 20 20

退職給付に係る負債 238 237

資産除去債務 10 5

その他 695 698

固定負債合計 4,537 4,647

負債合計 16,424 16,222
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,829 2,829

資本剰余金 709 709

利益剰余金 7,006 6,784

自己株式 △104 △104

株主資本合計 10,441 10,218

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 769 564

繰延ヘッジ損益 0 △2

土地再評価差額金 7 7

為替換算調整勘定 2 3

退職給付に係る調整累計額 83 70

その他の包括利益累計額合計 865 643

純資産合計 11,306 10,861

負債純資産合計 27,730 27,084
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 4,059 3,562

売上原価 2,819 2,448

売上総利益 1,240 1,114

返品調整引当金繰入額 31 33

返品調整引当金戻入額 58 71

差引売上総利益 1,267 1,152

販売費及び一般管理費 1,394 1,312

営業損失（△） △126 △159

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 9 6

保険配当金 8 7

為替差益 － 1

その他 8 9

営業外収益合計 27 26

営業外費用

支払利息 26 24

手形売却損 0 1

為替差損 1 －

貸倒引当金繰入額 1 －

その他 8 0

営業外費用合計 39 25

経常損失（△） △138 △158

税金等調整前四半期純損失（△） △138 △158

法人税、住民税及び事業税 △38 △55

法人税等調整額 － －

法人税等合計 △38 △55

四半期純損失（△） △99 △102

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △99 △102

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － －

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △35 △205

繰延ヘッジ損益 6 △3

為替換算調整勘定 △0 0

退職給付に係る調整額 △7 △13

その他の包括利益合計 △37 △221

四半期包括利益 △136 △324

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △136 △324

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更） 

連結の範囲の重要な変更 

当第 1 四半期連結会計期間におきまして、ツカモトアパレル株式会社、ツカモトユーエス株式会社、

ツカモトエイム株式会社、ツカモト株式会社、市田株式会社、塚本倉庫株式会社及び株式会社創新の 7

社は、当社を存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。変更後

の連結子会社の数は 3社であります。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

税金費用の計算 

税金費用につきましては、当第 1 四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第 1四半期連結累計期間（自 2018 年 4 月 1日  至 2018 年 6 月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

 
和装事業 洋装事業 

ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ 

事業 

健康・生活 

事業 

建物の 

賃貸業 

合計 

売上高       

外部顧客に対する 

売上高 714 1,894 720 527 203 4,059 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
―  0 12 ―  32 45 

計 714 1,894 732 527 236 4,105 

セグメント利益又は 

セグメント損失(△) 
△ 127 171 △ 140 △ 70 124 △ 43 
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との 

差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

 （単位：百万円） 

利益又は損失 金額 

報告セグメント計 △ 43 

セグメント間取引消去 1 

全社費用（注） △ 85 

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失(△) △ 126 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第 1四半期連結累計期間（自 2019 年 4 月 1日  至 2019 年 6 月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

 
和装事業 洋装事業 

ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ 

事業 

健康・生活 

事業 

建物の 

賃貸業 

合計 

売上高       

外部顧客に対する 

売上高 593 1,527 712 521 208 3,562 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
0 ―  12 ―  25 37 

計 593 1,527 725 521 233 3,600 

セグメント利益又は 

セグメント損失(△) 
△ 55 60 △ 60 △ 113 107 △ 62 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との 

差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

 （単位：百万円） 

利益又は損失 金額 

報告セグメント計 △ 62 

セグメント間取引消去 0 

全社費用（注） △ 98 

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失(△) △ 159 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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（企業結合等関係） 

共通支配下の取引等 

当社は当社の 100％子会社であるツカモトアパレル株式会社、ツカモトユーエス株式会社、ツカモトエ

イム株式会社、市田株式会社（特定子会社）、ツカモト株式会社、塚本倉庫株式会社及び株式会社創新の

7 社（以下、「当該連結子会社 7社」という）を 2019 年 4 月 1 日付で吸収合併いたしました（以下、「本

合併」という）。 

 

Ⅰ 取引の概要 

１．結合当事企業の名称及びその事業の内容 

結合企業（存続会社） 

企業の名称  株式会社ツカモトコーポレーション 

事業の内容  子会社の経営管理及び建物の賃貸業 

被結合企業（消滅会社） 

 企業の名称 事業の内容 

① ツカモトアパレル株式会社 洋装繊維品卸売業 

② ツカモトユーエス株式会社 洋装繊維品卸売業 

③ ツカモトエイム株式会社 繊維品・健康機器卸売業 

④ 市田株式会社 ホームファニシング繊維品卸売業 

⑤ ツカモト株式会社 和装繊維品卸売業 

⑥ 塚本倉庫株式会社 倉庫・物流業 

⑦ 株式会社創新 和装繊維品の縫製及び加工業 

 

２．企業結合日 

2019 年 4 月 1日 

 

３．企業結合の法的形式 

当社を存続会社、当該連結子会社 7社を消滅会社とする吸収合併 

 

４．結合後企業の名称 

株式会社ツカモトコーポレーション 

 

５．その他取引の概要に関する事項 

当社は、主に持株会社として子会社の管理運営の役割を担ってまいりました。この度、当社グルー

プ内の経営管理・統括体制の簡素化を進め、更なる経営の効率化を図るために当該連結子会社 7 社を

吸収合併する判断に至りました。本合併により重複業務の解消、人的資源の更なる活用等を図り、当

社グループの経営効率化を進めてまいります。 

 

Ⅱ 実施した会計処理の概要 

本合併は「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 31 年 1 月 16 日）及び「企業結

合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 10 号 平成 31 年 1 月

16 日）に基づき、共通支配下の取引として処理をしております。 
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